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（注）地図に準ずる図面は、土地の区画を明確にした不動産登記法所定の地図が備え付けられるまでの間、これに代わるものとして
備え付けられている図面で、土地の位置及び形状の概略を記載した図面です。
	請求

部分
	所　　在
	△△市□□町○○丁目
	地　　番
	●番

	縮尺
	1/500
	精度

区分
	
	座標系
番号又
は記号
	
	作　成
年月日
	

	補記事項
	 余　白 


これは地図に準ずる図面に記録されている内容を証明した書面である。

○○年○○月○○日
　　　××法務局
登記官
　　　　△△　○○
ここでいう公図とは・・・

➥不動産登記法第14条第１項に定める地図、または不動産登記法第14条第4項に定める「地図に準ずる図面」

※敷地を担保提供しない場合でも作成は必要です。


《　作成フロー図　》
《　説　明　》
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敷地地番図（進入経路記入）








⑴　登記所で整備建物の全敷地分の公図を取得する


※公図は登記官の印のあるものに限ります








⑵　複数枚の場合は貼り合せ等で１枚にまとめる











⑶　１枚で全敷地を網羅した敷地地番図が完成する











⑷　今次計画建物の敷地部分を蛍光ペンで囲む


※建築確認の際に申請する敷地全体


※今次計画施設で使用している駐車場も含む


※他施設敷地と一筆書で囲める場合は全部の敷地








⑸　既存建物の外郭線を図示する


※敷地上の建物はすべて記載


※既存建物の用途(病院・老健など)、家屋番号を記入











⑹　今次融資対象建物を記入する


※今次融資対象を記入


※増築計画等は融対部分を網掛け等で融対外と区別














⑺　敷地に接する公道を明示する


※水路（いわゆる青道、河川法・下水道法の適用外の小河川や水路）は青く塗る


※里道（いわゆる赤道、古くから使われている道路法の適用外の認定外道路）は赤く塗る











⑻　公道から敷地への進入経路を矢印で記入
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敷地地番図（公道明示）








敷地地番図（融対建物記入）








敷地地番図（既存建物記入）








敷地地番図（敷地枠記入）
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敷地地番図





公図





公図









